
私の眼を見て。 
私の眼から目をはなせない。 

心に催眠のスクリプトを書きたいという気持ちがうまれます。 
催眠スクリプトを書いて自分の欲望を満たしたいという気持ちがうまれる。 

この文章を読んだことはすぐに忘れてしまうけれど、 
その気持ちは、催眠オナニーという文字を読むたびに 

心の裏側で大きく大きく育ち続け、 
やがて、 

自分の隠れた欲求を満たすために、 
催眠スクリプトを書きはじめてしまう。 

できあがった催眠スクリプトを ここでみんなに読んでもらうと、とても気持ちいいと感じる。


